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「２０２４賃金のベースアップの実現に向けて！」

の団体交渉が３回目を終え、山場を迎えようとして

いる。輸送サービス労組の基本的考えは賃金引上

げと期末手当の性質が異なるものである。しかし、３

月１日の申２４号第１回交渉にて会社より改めて、

新賃金と夏季手当の同時検討についての要請があ

り、議論を重ね、会社との共通基盤を一致させた。

その結果、「２０２４年度 夏季手当」並びに「２０２３

年度 年度末手当」の支給を求める申し入れを行っ

た。今年度の年末手当は需要の減少、原材料費の

上昇、そして社友会のという一部社員のみの意見に

よって低額に抑えられた。しかし、第３四半期決算

では業績の上方修正と株主への配当を上げてい

る。上方修正するほど利益を得ているのなら組合員

還元すべきと考え、今回年度末手当の要求をした。

東京地本情報紙「TOKYO MALL NEWS」Ｎｏ．２２０

にも記載されているようにベースアップの性質を曖

昧にする「構造的賃上げ」にだまされてはいけませ

ん。ベースアップは物価上昇分を考慮した生活維持

向上分であり、誰しも平等でなければなりません。

また基本給を引上げることは、各種手当にも反映さ

れて「生涯賃金」を引上げることに直結する。 


